
　
折
尾
地
区
自
治
区
会
連
合

会
（
桑
原
一
夫
会
長
・
梶
原

靜
夫
事
務
局
長
）
定
例
会
が
、

７
月
16
日
と
８
月
20
日
、
折

尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
八
幡
西
区
自
治
総
連
理

事
会
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

●
北
九
州
市
型
部
活
動
地
域

展
開
に
つ
い
て

　
少
子
化
の
進
行
で
中
学
校

の
生
徒
が
減
少
し
、
生
徒
が

活
動
を
選
択
で
き
な
い
、
大

　
令
和
７
年
３
月
５
日
付
で

折
尾
警
察
署
長
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
折
尾
警
察
署
は

八
幡
西
区
の
一
部
及
び
１
市

４
町
と
い
う
広
範
囲
を
受
け

持
つ
警
察
署
で
あ
り
、
治
安

維
持
の
責
任
者
と
し
て
重
責

を
全
う
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
現
在
、
当
署
の
重
点
推
進

事
項
で
あ
る
「
折
尾
・
中

間
・
遠
賀
地
区
の
安
全
・
安

心
の
確
保
（
県
民
の
立
場
に

立
っ
た
警
察
活
動
の
推
進
）」

の
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み

会
参
加
が
困
難
な
ど
、
単
一

校
で
は
部
活
動
の
運
営
が
困

難
な
状
況
が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
の
小
規
模
化
に

よ
り
教
員
数
が
減
少
。
競
技

経
験
の
あ
る
指
導
者
の
確
保

が
困
難
な
状
況
も
生
じ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
国
の
動
向

や
北
九
州
市
の
現
状
を
踏
ま

え
、
令
和
４
年
12
月
に
国
が

打
ち
出
し
た
「
学
校
部
活
動

及
び
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
若
年
層
の
被
害
も
増
加
し

て
い
る
特
殊
詐
欺
の
予
防

･
検
挙
活
動
や
悲
惨
な
交

通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
交
通

安
全
教
室
や
飲
酒
運
転
の
取

締
り
な
ど
、
署
員
一
丸
と

な
っ
て
各
種
治
安
対
策
を
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
各
種
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
を
通
じ
、
自
治

体
や
関
係
機
関
を
は
じ
め
と

し
た
地
域
住
民
の
方
々
と
協

働
し
た
活
動
を
行
い
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
折
尾

の
街
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

動
の
在
り
方
等
に
関
す
る
総

合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

受
け
、
市
で
は
検
討
会
議
開

催
や
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
な

ど
を
進
め
、
市
に
お
け
る
部

活
動
地
域
展
開
に
つ
い
て
、

目
的
と
方
針
、
方
向
性
を
ま

と
め
た
「
北
九
州
市
部
活
動

地
域
展
開
推
進
計
画
」
を
策

定
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
少
子
化
や

教
員
の
働
き
方
改
革
の
一
環

　
７
月
25
日
、
本
城
校
区
青

少
年
育
成
会
（
福
田
潤
一
会

長
）
主
催
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
や

で
、
中
学
校
の
休
日
の
部
活

動
を
段
階
的
に
地
域
に
展
開

さ
せ
る
も
の
で
、
市
立
中
学

校
の
部
活
動
に
つ
い
て
、
今

年
９
月
か
ら
休
日
の
活
動
を

段
階
的
に
地
域
に
展
開
し
て

い
く
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
方
向
性
と
し
て
、
今
年
９

月
か
ら
第
1
土
曜
日
と
翌
日

曜
日
を
部
活
動
休
養
日
に
、

翌
８
年
９
月
か
ら
第
１
・
３

土
曜
日
と
翌
日
曜
日
を
部
活

動
休
養
日
と
し
、
令
和
９
年

９
月
か
ら
休
日
の
部
活
動
を

行
わ
ず
、
平
日
の
み
の
活
動

と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
休
日
の
部
活
動
に

つ
い
て
は
、
段
階
的
に
地
域

城
駅
方
面
を
巡
回

し
た
。

　
ま
た
８
月
22
日

に
は
浅
川
校
区
生

活
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
（
川
本
信
行

隊
長
）
の
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
が
あ
り
、

浅
川
校
区
の
各
自

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

な
ど
18
人
が
本
城

市
民
セ
ン
タ
ー

（
山
下
倫
弘
館
長
）

に
集
合
。
本
城
ま

ち
づ
く
り
協
議
会

小
田
廣
幸
会
長
や

山
下
館
長
の
挨
拶

の
後
、
福
田
会
長

を
先
頭
に
１
９
９

号
線
〜

ロ
イ
ヤ

ル
ホ
ス

ト
〜
本

ク
ラ
ブ
へ
展
開
。
受
け
皿
と

な
る
地
域
ク
ラ
ブ
を
教
育
委

員
会
が
認
定
し
、「
指
導
者

人
材
バ
ン
ク
」
を
構
築
し
て

地
域
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
な
ど
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
し
て
い
る
。

●
「
北
九
州
市
自
治
会
・
町

内
会
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
に
つ
い
て

　
市
民
に
自
治
会
の
必
要
性

や
活
動
内
容
に
つ
い
て
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

平
成
30
年
か
ら
「
自
治
会
・

町
内
会
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
を
開
設
し
、
各
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
課
、
各
区

自
治
総
連
合
会
と
協
力
し
て

治
区
会
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

が
浅
川
公
園
に
集
結
。
蛍
光

色
の
ベ
ス
ト
を
着
た
隊
員
の

ほ
か
地
元
小
中
学
校
、
市
民

セ
ン
タ
ー
関
係
者
な
ど
総
勢

43
人
が
赤
色
誘
導
灯
や
懐
中

電
灯
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
区
会
方
面
を
巡
回
し
た
。

自
治
会
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
サ
イ
ト
は
「
自
治

会
・
町
内
会
へ
の
加
入
申
し

込
み
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
行
え

る
」
機
能
の
ほ
か
、
自
治

会
・
町
内
会
の
重
要
性
等
を

よ
り
身
近
に
、
よ
り
多
く
の

人
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

「
活
動
内
容
の
紹
介
記
事
」

「
様
々
な
地
域
活
動
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
」「
自
治
会
・
町

内
会
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
た
め
の
動
画
」
な
ど
地
域

の
魅
力
あ
る
様
々
な
情
報
を

随
時
発
信
し
て
い
る
。

●
「
市
民
い
っ
せ
い
ま
ち
美

化
の
日
」
行
事
へ
の
参
加
協

力
に
つ
い
て

　
10
月
５
日
の
「
市
民
い
っ

せ
い
ま
ち
美
化
の
日
」
を
中

心
と
し
た
９
月
か
ら
10
月
の

間
、
地
域
の
道
路
や
公
園
、

河
川
、
海
浜
な
ど
の
一
斉
清

掃
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
参

加
協
力
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

●
区
政
懇
談
会
議
題
を
提
出

　
令
和
７
年
度
区
政
懇
談
会

（
11
月
19
日
開
催
予
定
）
の

議
題
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

区
役
所
に
提
出
さ
れ
た
。
議

題
は
以
下
の
と
お
り
。
カ
ッ

コ
内
は
自
治
区
会
。

①
日
の
峯
１
丁
目
交
差
点
に

お
け
る
通
学
路
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
（
浅
川
台
小

松
・
浅
川
日
の
峯
連
名
）

②
大
膳
16
号
線
道
路
改
良
に

つ
い
て
（
大
膳
）

③
本
城
浄
水
場
南
側
水
路
・

本
城
公
園
南
側
の
川
の
環

境
整
備
に
つ
い
て（
御
開
）

折尾地区自治区会
連合会定例会

休
日
の
中
学
校
部
活
動

　
　地域
ク
ラ
ブ
活
動
へ

▽
９
月
か
ら
段
階
的
に
展
開

地
域
住
民
の
方
々
の

　
　
安
全
・
安
心
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
折
尾
警
察
署
長

　
末
﨑
誠
吾
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７
月
５
日
、
赤
坂
市
民
セ

ン
タ
ー
（
坂
田
佳
子
館
長
）

で
、
赤
坂
ま
ち
づ
く
り
協
議

　
７
月
26
日
、
折
尾
東
市
民

セ
ン
タ
ー
（
寺
本
裕
美
館

長
）
で
折
尾
東
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
（
茂
岡
重
男
会
長
）

主
催
の
オ
リ
ヒ
ガ
こ
ど
も
夏

ま
つ
り
が
あ
り
、
50
人
の
子

ど
も
た
ち
が
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

　
多
目
的
ホ
ー
ル
に
作
ら
れ

た
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

射
的
や
輪
投
げ
、
ミ
ニ
ボ
ウ

リ
ン
グ
な
ど
が
設
置
さ
れ
、

子
供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
で
は
中
身

コ
ー
ナ
ー
の
体
力
測
定
や
介

護
相
談
が
あ
り
、
キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
ト
リ
コ
ロ
キ
ュ
ー
ブ
や

ダ
ー
ツ
、
シ
ャ
ッ
フ
ル
ゴ
ル

フ
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。
リ
サ

イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
お
宝
大
市

で
は
、
掘
り
出
し
物
探
し
に

大
勢
の
人
出
が
あ
っ
た
。

　
わ
い
わ
い
広
場
の
野
菜
販

売
で
は
、
三
角
巾
に
エ
プ
ロ

ン
姿
の
30
人
の
子
ど
も
た
ち

が
採
れ
た
て
の
野
菜
を
販
売
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
美

味
し
い
ト
マ
ト
、
採
れ
た
て

の
野
菜
は
い
か
が
で
す

か
？
」
と
呼
び
込
み
の
か
け

声
が
響
き
、
好
調
の
売
れ
行

き
で
あ
っ
た
。

　
１
日
限
り
の
催
し
で
あ
っ

た
が
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の

来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

と
し
て
協
力
。
ミ
ニ
ボ
ウ
リ

ン
グ
を
担
当
し
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を

楽
し
ん
で
い
た
。

が
分
か
ら
な
い
よ

う
に
作
ら
れ
た

ラ
ッ
キ
ー
パ
ン
チ

ボ
ッ
ク
ス
の
紙
を

パ
ン
チ
で
破
り
、

中
に
入
っ
て
い
る

お
菓
子
を
ゲ
ッ
ト
。

調
理
室
で
ペ
ー

パ
ー
ヨ
ー
ヨ
ー
作

り
を
楽
し
ん
だ
。

今
回
は
自
由
ケ
丘

高
校
の
生
徒
７
人

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
オ
イ
サ
ー
、

オ
イ
サ
ー
」

の
掛
け
声
で
元
気

よ
く
町
内
を
練
り

歩
い
た
。
途
中
の

狭
い
道
路
で
は
、

お
世
話
を
す
る
大

人
た
ち
が
離
合
の

車
を
上
手
く
誘
導

し
な
が
ら
山
を
進

め
た
。
昼
間
は
子

ど
も
と
大
人
合
同

り
、
48
人
の
観
客
が
ピ
ア
ノ

と
歌
の
音
色
に
心
癒
さ
れ
た
。

　
歌
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
人
権

コ
ン
サ
ー
ト
と
題
し
て
、
北

九
州
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｏ
さ
ん
（
東
京
在
住
）
が

ト
ー
ク
を
交
え
て
ピ
ア
ノ
演

奏
に
よ
る
歌
を
披
露
し
た
。

今
年
で
26
回
目
を
迎
え
る
。

　
初
日
は
神
事
の
後
、
提
灯

飾
り
の
山
笠
が
則
松
公
園
を

出
発
。
太
鼓
と
鉦
の
お
囃
子

に
合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
が

で
曳
き
、
夜
は
大
人
た
ち
が

力
強
く
山
笠
を
曳
き
回
し
た
。

　
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
夏

休
み
の
い
い
思
い
出
と
な
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
最
初
に
「
野
に

咲
く
花
の
よ
う

に
」
と
「
尾
瀬
」

を
歌
っ
た
後
、
途

中
「
海
」
や
「
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
」「
命

の
記
憶
」
を
歌
い

な
が
ら
自
分
の
生

い
立
ち
や
若
い
こ

ろ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

認
知
が
進
ん
で
い

く
母
と
の
や
り
と

り
の
中
で
芽
生
え

な
森
へ
出
発
。
仕

掛
け
を
付
け
た
木

を
１
本
１
本
確
認

し
な
が
ら
先
へ
進

ん
だ
。
カ
ブ
ト
ム

シ
を
発
見
し
た
の

か
、
時
々
歓
声
が

上
が
り
、
子
ど
も

た
ち
が
駆
け
寄
る

足
音
が
響
い
て
い

た
。
１
時
間
半
ほ

ど
散
策
し
た
後
、

虫
か
ご
に
カ
ブ
ト

会
（
横
田
弘
道
会
長
）
主
催

の
第
４
回
赤
坂
ふ
れ
あ
い
マ

ル
シ
ェ
が
開
催
さ
れ
た
。

　
会
場
は
あ
ち
こ
ち
に
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
食
品
バ

ザ
ー
で
は
手
作
り
弁
当
や
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、

パ
ン
、
饅
頭
な
ど
が
販
売
さ

れ
た
。
ま
た
、
第

二
あ
ゆ
み
通
所
施

設
の
手
作
り
小
物

や
布
あ
そ
び
ク
ラ

ブ
の
手
芸
品
、
赤

坂
わ
い
わ
い
広
場

の
子
ど
も
た
ち
が

育
て
た
野
菜
の
販

売
の
ほ
か
、
２
階

の
多
目
的
ホ
ー
ル

で
は
、
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
本
城
が

実
施
し
た
シ
ニ
ア

　
７
月
29
日
、
折
尾
西
市
民

セ
ン
タ
ー（
中
村
玲
子
館
長
）

で
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ

　
７
月
19
日
、
20
日
の
二
日

間
、
夏
の
始
ま
り
を
告
げ
る

山
笠
が
則
松
の
町
内
を
駆
け

抜
け
た
。

　
則
松
山
笠
は
、
地
域
住
民

や
企
業
、
病
院
、
商
店
な
ど

の
支
援
と
協
力
の
も
と
、
地

域
の
賑
わ
い
づ
く
り
や
住
民

相
互
の
絆
を
深
め
る
た
め
の

一
大
行
事
と
し
て
、
ま
た
則

松
地
域
の
文
化
と
し
て
定
着
。

　
光
貞
市
民
セ
ン
タ
ー
（
冨

田
孝
浩
館
長
）
の
い
き
い
き

子
ど
も
講
座
で
「
夏
休
み
特

別
子
ど
も
講
座
」
が
あ
り
、

第
１
弾
と
し
て
７
月
25
日
、

夜
の
虫
と
り
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
催
し
は
「
光
貞
台
カ

ブ
ト
ム
シ
の
会
」（
佐
藤
宏

樹
代
表
）
が
中
心
と
な
り
企

画
さ
れ
た
も
の
で
、
子
ど
も

た
ち
に
地
元
の
自
然
と
生
き

物
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

２
０
１
８
年
か
ら
カ
ブ
ト
ム

シ
の
産
卵
場
所
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
日
夕
方
、
光
貞
公
民

館
に
集
ま
っ
た
親
子
連
れ
や

子
ど
も
た
ち
は
、
佐
藤
さ
ん

と
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
甲
虫
が

好
む
「
バ
ナ
ナ
ト
ラ
ッ
プ
」

と
い
う
仕
掛
け
を
作
成
。
早

速
、
近
く
の
森
に
入
り
、
ク

ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
の
木
に
仕
掛

け
を
結
び
付
け
な
が
ら
森
を

散
策
し
て
一
旦
解
散
し
た
。

　
夜
９
時
に
再
度
集
合
し
た

参
加
者
56
人
は
、
山
道
で
の

注
意
を
受
け
た
後
、
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
や
懐
中
電
灯
、
虫
取

り
網
な
ど
を
持
っ
て
真
っ
暗

た
「
命
は
め
ぐ
る
」
と
い
う

言
葉
の
へ
の
気
付
き
な
ど
、

母
の
介
護
で
教
え
ら
れ
た
こ

と
を
語
っ
た
。

　
休
憩
後
は
「
少
年
時
代
」

「
涙
そ
う
そ
う
」「
糸
」「
千

の
風
に
な
っ
て
」「
明
日
へ

の
手
紙
」「
ふ
る
さ
と
」
な

ど
を
披
露
。
澄
み
切
っ
た
歌

声
が
会
場
に
響
き
、
聴
衆
を

魅
了
さ
せ
た
。

　
最
後
は
友
達
が
撮
っ
た
北

九
州
市
の
映
像
を
バ
ッ
ク
に

「
ふ
る
さ
と
応
援
ソ
ン
グ
」

に
選
ば
れ
た
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
さ

ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
ト
レ

ジ
ャ
ー
ズ
」
を
披
露
し
て
終

了
し
た
。

　
参
加
し
た
松
尾
み
な
子
さ

ん
（
日
吉
台
２
）
は
「
綺
麗

な
歌
声
に
心
癒
さ
れ
ま
し

た
」
と
語
っ
た
。

赤坂まちづくり協議会

第４回
赤坂ふれあいマルシェ

折尾東まちづくり協議会

夏
休
み
の

   

思
い
出
づ
く
り

オリ
ヒガ
子
ども

則松山笠実行委員会

則 松 山 笠
光貞市民センター

ドキドキ夜の森！
親子で虫とりを
楽しもう！

いきいき子ども講座
折尾西市民センター
サマーコンサート

オリ
ヒガ

映像を見ながらオリジナル曲を聴く観客

朝採り野菜を販売する子どもたち

元気よく山笠を曳く子どもたち

仕掛けに集まった虫を網でつかまえる子どもたち

射的やミニボウリングなどを楽しむ子どもたち

　日本の夏に欠かせない風物詩「盆踊
り」は、ご先祖様の霊をもてなすとい
う意味の他に、地域の交流という大切
な役割もある。この時期、久しぶりに
帰省し、昔なじみの友人や近隣の人と
再会して、一緒に踊ったりおしゃべり
を楽しんだり。そうした時間が、地域
の絆を育む場になっている。

小松地区社会福祉協議会（8/14～15  繩手公園）
櫓を囲み、踊りの輪。焼き鳥やビール、かき
氷、ヨーヨー釣りなどのテントも賑わった。

折尾東自治区会（8/13～14  鷹見公園）
折尾東幼稚園の参加で大勢の親子連れが参
加。鳴子を鳴らした竜馬音頭も。

陣原自治区会（8/16～17  波戸場公園）
櫓を囲み、陣原子ども神輿音頭や小倉音頭、炭
坑節など踊りの輪。最後は花火大会で締めくくり。

則松東自治区会（8/14  則松公園）
トラックの荷台を櫓に仕立て、則松保育園も
参加して賑わった。

浅川日の峯自治区会（8/13～14  浅川公園）
櫓を二重三重の踊りの輪が囲み、先祖の御
霊をもてなした。

〒807‐0821
北九州市八幡西区陣原一丁目2番11号
TEL　093-616-0753
FAX　093-616-0754
https://www.showa-felicia.com

配車室㈹ ☎ 691－1152
水巻町吉田東4-2-23

千草歯科医院
住所 八幡西区千代ヶ崎3丁目14-19
電話 093-693-1670
時間 午前 9:00～13:00 午後 14:00～18:00

休診 土曜午後，日祝日，第1・3土曜日

海洋散骨
厚労省の散骨に関するガイドラインに則り実施いたします

※プランにより金額が異なります

海洋散骨初穂料：１柱 ７万円～

終活セミナー開催
日峯神社で行う海洋散骨の流れをご説明
します

・日時：11月29日（土）14時～（1時間の予定）
・場所：日峯神社（社務所会議室）・定員：10名
・参加費：無料　・申込み：お電話にて

住所：浅川日の峯1丁目8－8　電話：093－603－1775

ホームページ
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７
月
21
日
、
日
峯
神
社

（
波
多
野
総
嗣
宮
司
）
で
御

獅
子
祭
が
行
わ
れ
、
祭
典
や

茅
の
輪
く
ぐ
り
の
神
事
が
行

わ
れ
た
。

　
御
獅
子
祭
は
、
夏
の
暑
い

季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

病
気
、
ケ
ガ
、
災
難
が
な
く
、

無
事
に
夏
を
越
せ
る
よ
う
に

と
お
祈
り
を
す
る
祭
り
で
、

　
神
輿
が
戻
る
と
、
本
殿
で

は
祭
典
が
あ
り
、
境
内
で

「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
の
神
事

が
行
わ
れ
た
。
参
拝
者
は
茅

の
輪
を
く
ぐ
り
な
が
ら
無
病

息
災
を
祈
っ
た
。

　
境
内
で
は
恒
例
の
「
ひ
の

み
ね
縁
日
」
が
あ
り
、
キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
や
縁
日
の
テ
ン

ト
が
建
ち
並
び
、
親
子
連
れ

な
ど
多
く
の
参
拝
客
で
賑

わ
っ
た
。

を
目
的
に
子
ど
も

神
輿
が
新
た
に
登

場
。
法
被
、
鉢
巻

き
姿
の
子
ど
も
た

ち
が
、
日
峯
祭
人

会
若
衆
の
助
け
を

借
り
な
が
ら
小
さ

な
神
輿
を
担
い
で

本
殿
を
出
発
。

「
チ
ョ
ー
サ
、

チ
ョ
ー
サ
」

の
掛
け
声
で
地
域

を
練
り
歩
い
た
。

ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
、
カ
ナ
ブ
ン

な
ど
を
携
え
て
山
を
下
り
、

公
民
館
で
解
散
し
た
。
初
め

な
森
へ
出
発
。
仕

掛
け
を
付
け
た
木

を
１
本
１
本
確
認

し
な
が
ら
先
へ
進

ん
だ
。
カ
ブ
ト
ム

シ
を
発
見
し
た
の

か
、
時
々
歓
声
が

上
が
り
、
子
ど
も

た
ち
が
駆
け
寄
る

足
音
が
響
い
て
い

た
。
１
時
間
半
ほ

ど
散
策
し
た
後
、

虫
か
ご
に
カ
ブ
ト

夏
越
祭
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
今
年
は
、
地
域
の
伝
統
文

化
を
次
世
代
に
繋
げ
る
こ
と

　
日
本
で
は
有
史
以
前
か
ら

の
自
然
信
仰
に
お
い
て
、
祖

先
の
御
霊
は
自
然
に
還
る
と

考
え
ら
れ
て
き
た
。
仏
教
伝

来
の
後
、
弔
い
方
法
や
葬
儀

の
仕
方
は
時
代
と
と
も
に
変

化
し
現
在
の
形
と
な
っ
た
が
、

日
峯
神
社
で
は
原
点
を
見
直

し
、
御
霊
が
海
へ
還
る
た
め

の
祭
祀
と
し
て
、
海
洋
散
骨

を
行
う
こ
と
と
な
り
、
７
月

１
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
た
。

　
散
骨
は
厚
労
省
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
則
り
実
施
さ
れ
る
。

（
2
面
広
告
参
照
）

詳
し
く
は
電
話
で
問
い
合
わ

せ
を
。

☎
６
０
３
・
１
７
７
５

（
日
峯
神
社
社
務
所
）

　
光
貞
市
民
セ
ン
タ
ー
（
冨

田
孝
浩
館
長
）
の
い
き
い
き

子
ど
も
講
座
で
「
夏
休
み
特

別
子
ど
も
講
座
」
が
あ
り
、

第
１
弾
と
し
て
７
月
25
日
、

夜
の
虫
と
り
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
催
し
は
「
光
貞
台
カ

ブ
ト
ム
シ
の
会
」（
佐
藤
宏

樹
代
表
）
が
中
心
と
な
り
企

画
さ
れ
た
も
の
で
、
子
ど
も

た
ち
に
地
元
の
自
然
と
生
き

物
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

２
０
１
８
年
か
ら
カ
ブ
ト
ム

シ
の
産
卵
場
所
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
日
夕
方
、
光
貞
公
民

館
に
集
ま
っ
た
親
子
連
れ
や

子
ど
も
た
ち
は
、
佐
藤
さ
ん

と
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
甲
虫
が

好
む
「
バ
ナ
ナ
ト
ラ
ッ
プ
」

と
い
う
仕
掛
け
を
作
成
。
早

速
、
近
く
の
森
に
入
り
、
ク

ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
の
木
に
仕
掛

け
を
結
び
付
け
な
が
ら
森
を

散
策
し
て
一
旦
解
散
し
た
。

　
夜
９
時
に
再
度
集
合
し
た

参
加
者
56
人
は
、
山
道
で
の

注
意
を
受
け
た
後
、
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
や
懐
中
電
灯
、
虫
取

り
網
な
ど
を
持
っ
て
真
っ
暗

て
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
も

多
く
、
夏
の
思
い
出
の
一
つ

と
な
っ
た
。

日峯神社

御獅子祭で
子ども神輿

日峯神社で

『海洋散骨』

受付開始

仕掛けに集まった虫を網でつかまえる子どもたち

大人の助けを借りて神輿を担ぐ子どもたち

　日本の夏に欠かせない風物詩「盆踊
り」は、ご先祖様の霊をもてなすとい
う意味の他に、地域の交流という大切
な役割もある。この時期、久しぶりに
帰省し、昔なじみの友人や近隣の人と
再会して、一緒に踊ったりおしゃべり
を楽しんだり。そうした時間が、地域
の絆を育む場になっている。

小松地区社会福祉協議会（8/14～15  繩手公園）
櫓を囲み、踊りの輪。焼き鳥やビール、かき
氷、ヨーヨー釣りなどのテントも賑わった。

折尾東自治区会（8/13～14  鷹見公園）
折尾東幼稚園の参加で大勢の親子連れが参
加。鳴子を鳴らした竜馬音頭も。

陣原自治区会（8/16～17  波戸場公園）
櫓を囲み、陣原子ども神輿音頭や小倉音頭、炭
坑節など踊りの輪。最後は花火大会で締めくくり。

則松東自治区会（8/14  則松公園）
トラックの荷台を櫓に仕立て、則松保育園も
参加して賑わった。

浅川日の峯自治区会（8/13～14  浅川公園）
櫓を二重三重の踊りの輪が囲み、先祖の御
霊をもてなした。

投
稿
は
葉
書
で
偶
数
月
の
15
日
か
ら
20
日
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。
読
み
に
く
い
字
に
は
ふ
り
が
な
を
。

季
節
に
即
し
た
題
材
で
投
稿
願
い
ま
す
。

万
博
に
水
狂
言
か
漁
師
劇

赤
沼
　
包
雄
（
光
貞
台
）

名め
い
げ
つ月
や
宴う

た
げ

も
楽た

の

し
児こ

ら
の
声こ

え

百
崎
　
良
雄
（
浅
川
学
園
台
）

暑
く
て
も
時
季
違た

が

わ
ず
ツ
ク
ツ
ク
が

長
田
　
光
子
（
光
貞
台
）

「
た
だ
今
」と「
お
帰
り
な
さ
い
」の
声
あ
ふ
れ

篠
﨑
　
恵
子
（
浅
川
台
）

　
　
笑
顔
ひ
ろ
が
る
平
和
な
世
界
を

在
郷
と
望
郷
足
し
て
二
百
よ
り

中
村
　
　
勇
（
日
吉
台
）

　
　
掛
け
て
一
万
帰
省
を
語
る

こ
の
夏
も
酷こ

く

暑
続
き
て
蝉
な
か
ず

田
代
　
倫
子
（
則
　
松
）

　
　
忘
れ
る
な
か
れ
終
戦
記
念
日

風
紋
は
風
の
溜
息
か
も
し
れ
ぬ

時
津
み
つ
こ
（
藤
　
原
）

伝
え
る
の
宇
宙
の
為
に
原
爆
忌

原
田
　
和
代
（
美
吉
野
町
）

日
め
く
り
の
薄
さ
に
気
付
く
白
露
節

中
西
　
照
夫
（
日
吉
台
）

暑
く
成
り
タ
マ
ゴ
の
皮
は
薄
く
な
る

松
岡
東
洋
一
（
浅
川
日
の
峯
）

昭
和
百
戦
後
八
十
わ
た
し
喜
寿

堤
野
　
久
男
（
三
ツ
頭
）

敬
老
会
昭
和
歌
謡
で
盛
り
上
が
る

松
石
　
康
男
（
浅
川
日
の
峯
）

ス
リ
コ
ギ
で
赤
い
帽
子
が
掻
き
混
ぜ
る

野
路
　
　
広
（
浅
川
日
の
峯
）

ヒ
グ
ラ
シ
が
夏
の
終
わ
り
を
告
げ
に
鳴
く

濵
田
　
孝
弘
（
浅
川
日
の
峯
）

理事長・院長　田中　弘
北九州市八幡西区力丸町 11ｰ22

内科・腎臓内科・人工透析
医療法人
医生ヶ丘クリニック

TEL：093ｰ601ｰ5555

毘沙門堂大祭

福岡県北九州市八幡西区則松 240－1
http://bishamondou.com　　093-601-9830

午前 10：00　大般若六百巻転読法要
午後 13：30　柴灯大護摩供（火渡り修行）

火渡り修行
11月3日（文化の日）

毘沙門堂
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　仏
教
で
「
無
明
」
と
呼
ば
れ
る
私
を
私
が
一
番
分
か
っ

て
い
る
思
い
、
私
の
中
に
渦
巻
く
心
の
闇
で
す
。
し
か
し
、

客
観
的
に
自
己
理
解
が
深
ま
る
と
、
今
の
自
分
に
納
得
が

で
き
て
自
己
肯
定
感
も
高
ま
り
ま
す
。

高
峯
山
妙
法
寺
（
則
松
）

　第
18
世
住
職
　安
武
宣
哉

「
本
当
に
一
番
深
い
闇
は
、

分
か
っ
て
い
る
と
い
う
思
い
」



治
療
に
飛
来
し
て
い
る
も
の

と
映
り
、
大
事
に
保
護
し
た

と
い
う
人
情
話
と
、
そ
こ
で

発
見
さ
れ
た
と
い
う
由
来
が

語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　
本
城
鉱
泉

－

も
っ
と
古
い

源
平
合
戦
の
折
、
平
家
を

追
っ
て
九
州
に
下
っ
て
き
た

源
範
頼
が
、
こ
の
地
に
城
を

構
え
て
（
即
ち
本
城
）
平
家

軍
と
戦
っ
た
と
き
、
戦
傷
者

の
キ
ズ
治
療
に
こ
の
鉱
泉
を

使
っ
た
と
い
う
。

　
数
年
前
ま
で
湯
庵
堂
と
い

う
字
名
と
し
て
立
木
の
中
に

古
い
墓
石
な
ど
が
残
っ
て
い

た
が
、
今
は
整
地
さ
れ
た
上

に
地
蔵
堂
な
ど
が
立
ち
並
ん

で
い
る
。

　
浅
川
鉱
泉

－

こ
こ
に
は
そ

う
し
た
歴
史
的
な
伝
説
な
ど

は
な
い
が
、
生
々
し
い
人
間

車
が
右
に
曲
が
っ
て
渡
ろ
う

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
現
在

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
。
そ
の

橋
に
向
っ
て
右
側
に
鉱
泉
宿

な
ど
が
あ
っ
た
。

　
明
治
四
十
三
年
に
開
催
さ

れ
た
第
十
三
回
九
州
沖
縄
八

県
連
合
会
共
進
会
の
折
、
福

岡
県
が
協
賛
し
て
編
纂
し
た

本
県
紹
介
の
記
事
の
中
に
、

浅
川
鉱
泉
つ
い
て
「
島
郷
村

浅
川
に
あ
り
。
山
間
の
一
仙

境
に
し
て
、
創
設
者
専
ら
意

を
其
設
備
に
傾
注
し
、
浴
室

清
潔
を
極
め
、
三
層
の
客
楼

は
山
に
倚
り
谷
に
臨
み
、
庭

園
の
規
模
宏
濶
に
し
て
、
植

う
る
に
花
卉
を
以
て
し
、
池

泉
に
は
魚
鳥
を
放
ち
、
一
層

盛
し
た
が
、
昭
和
17
年
に
は

営
業
を
中
止
。
下
の
写
真
は

解
体
さ
れ
空
き
地
と
な
っ
た

市
共
催
）
が
あ
り
、
神
楽
の

お
囃
子
が
響
く
会
場
に
は
、

日
暮
れ
前
か
ら
涼
を
求
め
て

親
子
連
れ
や
浴
衣
姿
の
観
客

加
し
、
益
々
殷
賑
を
致
せ
り
、

此
地
は
又
郡
の
中
央
に
位
す

る
を
以
て
、
郡
役
所
を
置
け

り
」
と
あ
る
。

　
さ
て
浅
川
鉱
泉
の
こ
と
に

つ
い
て
、
浅
川
の
三
好
和
吉

郎
さ
ん
、
高
木
清
さ
ん
ら
の

お
年
寄
り
の
話
に
よ
る
と
、

炭
鉱
鉱
害
に
よ
っ
て
、
い
ず

れ
も
鉱
泉
は
涸
れ
出
し
て
、

終
戦
後
は
も
う
ほ
と
ん
ど
出

な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
鉱
泉
宿
や
料
亭
は
大
正
末

期
ご
ろ
ま
で
営
業
し
て
い
た
。

　
こ
こ
は
遠
賀
郡
一
円
に
か

け
て
の
、
い
わ
ば
名
士
、
素

封
家
な
ど
の
唯
一
の
豪
遊
の

場
所
に
な
っ
て
お
り
、
こ
と

に
遠
賀
郡
会
（
当
時
は
県
会

の
下
に
郡
会
も
あ
っ
た
）
の
、

会
議
の
あ
と
の
郡
会
議
員
や

政
党
大
物
た
ち
の
専
用
の

「
待
合
政
治
」
の
場
で
も

あ
っ
て
、
折
尾
駅
か
ら
や
芦

屋
方
面
か
ら
の
、
顕
官
、
貴

賓
を
乗
せ
た
人
力
車
が
、
さ

か
ん
に
出
入
り
し
て
い
た
と

い
う
。

　
今
は
そ
の
片
鱗
も
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、

ま
こ
と
惜
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
折
尾
駅
を
中
心
に
、
約
４

キ
ロ
（
一
里
）
程
度
の
正
三

角
形
を
描
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
頂
点
に
戦
前
ま
で
同
質
の

薬
効
を
も
っ
た
鉱
（
冷
）
泉

跡
が
見
当
た
る
。

　
北
は
則
松
（
六
丁
目
）、

西
は
浅
川
（
竹
下
町
）、
東

は
本
城
（
西
的
場
）
が
そ
れ

で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
、
古
老
が
語

る
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
則
松
鉱
泉

－

徳
川
初
期
、

こ
こ
則
松
の
「
殿
様
」
で

あ
っ
た
大
野
勘
右
衛
門
の
息

子
た
ち
二
人
が
、
島
原
の
乱

に
出
陣
し
て
戦
死
し
た
が
、

あ
る
日
田
ん
ぼ
の
湧
泉
に
二

羽
の
鶴
が
お
り
て
足
の
キ
ズ

を
浸
し
て
い
た
。
そ
の
姿
が

勘
右
衛
門
に
は
、
二
人
の
子

供
が
鶴
と
化
し
て
足
の
キ
ズ

停
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
西
の

方
角
、
竹
下
町
、
エ
メ
ラ
ル

ド
へ
通
じ
る
急
な
下
り
坂
を

２
〜
３
０
０
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
降
り
き
っ
た
辺
り
が
鉱
泉

の
跡
で
あ
る
。（
写
真
下
）

　
宿
内
川
と
い
う
川
が
流
れ

て
い
る
が
、
こ
の
川
は
写
真

の
よ
う
に
昔
は
川
幅
も
広
く
、

谷
川
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

今
日
で
は
時
代
劇
映
画
で
な

い
と
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
足

の
高
い
木
の
橋
が
架
か
っ
て

い
た
。

　
こ
う
し
た
渓
流
と
周
辺
の

森
を
借
景
に
鉱
泉
宿
や
料
亭

が
あ
っ
た
。

　
下
の
写
真
の
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
と
こ
ろ
が
川
で
、
自
動

が
続
々
と
訪
れ
た
。

夏
の
厄
除
け
祈
願
の
神
事

「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
の
後
、

折
尾
神
楽
保
存
会
の
お
祓
い

神
楽
「
眞ま

さ
か
き榊
」、
神
楽
奉
納

「
塵じ

ん
り
ん輪
」、
中
間
市
梅
安
天
満

宮
の
巫
女
神
楽
「
浦う

ら
や
す安
の

舞
」、
神
楽
奉
納
「
黒く

ろ
づ
か塚
」

が
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
さ
れ
、
最

後
は
「
大お

ろ
ち蛇
」
の
舞
で
締
め

く
く
っ
た
。
勇
壮
、
華
麗
な

舞
い
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
湧
き
起
こ
っ
て
い
た
。

閉
会
挨
拶
の
後
、
恒
例
の
餅

ま
き
が
あ
り
、
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
た
。

　
樋
口
正
博
さ
ん
宅
（
則
松

６
丁
目
）
近
く
に
あ
っ
た
則

松
鉱
泉
。
大
正
、
昭
和
と
繁

　
７
月
26
日
、
折
尾
西
公
園

で
第
47
回
折
尾
神
楽
「
夏
越

祭
」（
折
尾
神
楽
保
存
会
・

折
尾
平
成
会
主
催
、
北
九
州

た
ち
の
歓

楽
街
の
跡

と
し
て
伝

わ
っ
て
い

る
。

　
場
所
は
、

折
尾
方
面

か
ら
浅
川

通
り
の
峠

に
登
り
つ

め
た
と
こ

ろ
に
「
縄

手
」
バ
ス

幽
遂
閑
雅
を
極
む
。
浴
客
四

時
絶
ゆ
る
な
く
、
泉
質
は
微

亜
爾
加
里
性
硫
黄
泉
な
り
と

云
う
」
と
謳
っ
て
い
る
。
創

設
者
が
誰
で
あ
る
か
古
老
に

も
尋
ね
た
が
判
明
し
な
か
っ

た
。

　
つ
い
で
に
「
折
尾
村
」
の

項
を
開
い
て
見
よ
う
。「
元

山
間
の
僻
邑
な
り
し
が
、
明

治
二
十
三
年
九
州
鉄
道
開
通

し
次
で
、
筑
豊
興
業
鉄
道
の

布
設
以
来
、
そ
の
交
叉
点
と

な
り
、
昇
降
の
旅
客
尤
も
多

く
、
加
ふ
る
に
堀
川
其
間
を

貫
流
し
、
水
陸
の
運
輸
頗
る

便
利
を
極
め
、
今
や
戸
数
九

七
三
、
人
口
五
、
六
五
九
人

に
達
し
、
尚
戸
口
年
々
に
増

鉱
泉
跡
地
（
昭
和
44
年
夏
）。

　
現
在
は
家
屋
が
建
ち
並
び
、

様
変
わ
り
し
て
い
る
。

　
本
紙
で
過
去
に
掲
載
し
た
歴
史
話
を
随
時
紹
介
。

今
回
は
昭
和
56
年
６
月
発
行
の
第
59
号
に
掲
載
し
た

『
夢
の
あ
と
、
折
尾
の
三
鉱
泉
』
を
お
楽
し
み
い
た
だ

き
た
い
。

郷
土
の
歴
史
考
⑦

「
夢
の
あ
と
、折
尾
の
三
鉱
泉
」

（
昭
和
56
年
6
月
・
第
59
号
）

地
域
住
民
の
方
々
の

　
　
安
全
・
安
心
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
折
尾
警
察
署
長

　
末
﨑
誠
吾

折尾神楽「夏越祭」
勇壮、華麗な舞に
大きな拍手！

舞台直下で大蛇を立ち見する子どもたち

右側のガードレールのところが宿内川

昔の浅川鉱泉宿と宿内川

則松鉱泉跡地。近くで遊ぶ
樋口さんの子どもさん。（昭和 44年 夏）

則松鉱泉建屋。すでに廃屋となっている。
手前は県道で、当時のバス道路（昭和 34年頃）

写真帳から見る時代の変遷
～樋口家アルバムから～

▶則松鉱泉◀

創業61年

自動車整備士さん募集中!!
　　　　（家庭的な雰囲気です♪）

安心と信頼の、心やすらかなセレモニーを皆様にお届け致します

プロジェクションマッピング祭壇

感動するお別れを

アールリハビリクリニック

院長 白石純一郎　則松 6丁目15-38　093-692-6666

肩や腰の痛みでお困りの方、
スポーツによる怪我でお困りの方、
パーキンソン病や

脳卒中でお困りの方、
お気軽にご来院ください。

八幡西区美吉野町 4-30
☎（093）691-1369

新築・増改築・修繕
まごころと技術の住まいづくり 浅 川 学 園 台

在宅クリニック

通院が難しい方に訪問診療を行います。

月・火・木・金／8：30～17：30
水・土／8：30～12：30
日・祝日休診　※外来予約制

ホームページは
　こちらから→

小池学園そば☎600-2717

内　　　科 脳神経外科神 経 内 科
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